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1
. はじめに

新潟大学留学生セ ンタ
ー

で は､ 1 9 9 9 年度前期にテ レビ会議 シス テ ムを利用 した日本語ク

ラス を実施 したo テ レ ビ会議シス テ ムは､ テ レビカ メ ラとモ ニ タ ー 画面を使 っ て ､ 離れた

とこ ろにい る相手と画像 ･ 音声を同時 に共有する システ ムで ある
､

｡ テ レ ビ会議 システ ム に

はさまざまな活用法があり､
一

般的には離れたとこ ろにい る相手 に講義を したり､ 情報交

換をしたりとい っ た目的で使用されて い る ( 注 1 ) ｡ 新潟大学で は ､ こ の テ レ ビ会議シス

テ ムを日本語ク ラスで 用い ､ 双方向コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを目指 すための
一

つ の ツ
ー

ル と し

て活用 しようと考えた｡ 本稿 では ､ 実際の クラス活動を紹介 しなが ら､ そ こで観察で きた

こ とをもとに､ テ レビ会議システ ム を用い た日本語ク ラスが どのような コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ

ン ･ ア クテ ィ ビテ ィ の 可能性をも っ て い るのか考察 して い きたい ｡

2 . 新潟大学におけるテ レビ会議シス テ ム の使用 状況

2 . 1 設置状況

新潟大学 には旭町､ 五十嵐の 二 つ の キャ ンパ ス があり､ それぞれにテ レ ビ会議 シス テ ム

を設置 して い る ｡ こ の 二 つ の キャ ンパ ス間は電話回線で結ばれて おり､ どちらかの キャ ン

パ ス から電話をか ける こ とで テ レ ビ会議 シス テ ムの 使用が可能になる ( 注 2 ) ｡ テ レ ビ会

議システ ム には､ テ レ ビカメ ラとモ ニ タ ー 画面の ほか､ 外部カメ ラ､ 書画カメ ラ､ コ ン ピ

ュ
ー タ ､ ビデオな ども接続する こ とが で き､ それらの画像 ･ 音声 の 共有も可能で ある . 画

面をズ ー

ム に したり､ 小画面を出 したり､ 音声を消音 に したりとい っ た操作は リモ コ ンを

使 っ て行 い ､ 同 じリモ コ ンで相手側 の操作もできる ｡ 今回は基本的なテ レ ビカメうとモ ニ

タ ー 画面の み使用したo

2
.
2 日本譜ク ラス の形態

19 9 9 年度前期に 1 コ マ 6 0 分の 1 回完結型ク ラス を 4 回実施 した｡ これは希望制の課外

授業 と して実施 し､ 学習者の 日本夢レベ ルは初級から上級まで とさまざまで あ っ た( 注 3 ) ｡

また､ 旭町､ 五十嵐の各キヤ ンパ ス に教師を配置 しテ ィ T ムテ ィ ー チ ングの形態をとっ たo

事前にそれぞれ の ク ラス を担 当する教師が集まり､ 学生全員が協力 して タス クを遂行する
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形態の クラス 活動を考えた｡

3 . ク ラス活動実践記録

3 . 1 クラス活動で の 工 夫

テ レ ビ会議シス テ ムを利用 した日本語 クラス を運営す
`

る にあたり､ モ ニ タ ー 画面 の存在

を最大限活用する こ とを念頭におい た｡ テ レビ会議システ ムでは､ 回線 をつ ない だ状態( 以

下 O N と称す) に したり､ 回線をつ ない だまま画像を静止画 ･ 音声を消音に した状態 ( 以下

O F F と称す) にすることがボタ ンひ とつ で簡単にで きる ｡ こ の ことにより､ O N の状態で

は､ 場所は離れ てい るとはい え､ 画像 ･ 音声を共有 した
⊥
っ の ク ラス ､ O F F の 状態で はそ

れぞれの 独立 したクラスが成立する｡ そ して O F F の状態で は従来 の ク ラス と同様の 活動で

O N へ の 準備が行われ ､ O N の 状態で は O F F の 状態で 活動 したこ とを画面の先の 相手に向

か っ て伝え るとい う状況 がで きあがる ｡ テ レ ビ会議シス テ ム は離れ た場所に い ながら画

像 ･ 音声を共有する こ とが最大の メ リ ッ トであるが ､ あえて O F F にする ことで ､ それぞれ

独立 したク ラス活動を可能 に した｡ また､ その こ とで ク ラス全体 にメ リハ リをもたせ た｡

さ らに ､ O N の状態で活動を行うときは ､ できるだ け 一

つ の ク ラス で あるとい うこ とが

感じられ るようなクラス活動を行っ た ｡ 例えば自己紹介をするとき､ 片方が終わ っ て から

もう片方に移る の ではなく､ 施町 ⇒ 五十嵐 ⇒ 地町と画面を通 じて 交互 にやりあう こ とで ､

場所は別とはい え同 じクラス を共有 して い るとい う 一 体感や親近感が 生まれるよう工 夫 し

た｡

3 . 2 クラス活動例

では実際の クラス 活動の 例を挙げなが ら､ そ こで 筆者が観察 したこ とを述 べ て い く｡ ク

ラス活動の涜れを簡単なフ ロ ー

チ ャ
ー トで 示 したo 以下 ､ 図の 楕 円は回線を O F F に した独

立 したク ラス活動､ 四角は回線を O N に したつ なが っ たクラス 活動を示す｡

( 1 ) 他己紹介

19 99 年 5 月 2 5 日

< 旭 町 > 学生 4 名 日本語 レ ベ ル : 初級後半

< 五十嵐> 学生 5 名 目本譜レ ベ ル : 中級 - 上級

まず､ 同じクラス内で 紹介する人を決め る ｡ O F F の 状態で そ の 人の専門､ 趣味､ 先週の 日

曜日に何 を したか ､ 好 きな食 べ 物 につ い てイ ンタ ビ ュ ー する . そ して最後の タス クで は､

その 人の 名前をい わずにイ ン タ ビ ュ ∵ 内容を紹介する ｡ 相手側の ク ラス は､ 全員で相談 し

ながら誰を紹介して い るの かあてる｡

-
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五十嵐

全体手順説明

＼ /

自己紹介

各自イ ンタビ ュ ー

学生主体

＼ /

他己紹介ゲ ー ム

旭町

全体手順説明

各自イ ンタ ビ ュ ー

教師と確認作業

【観察記録】

五十嵐キャ ンパ ス は 中 ･ 上級 の 学生で あ っ たため ､ 教師が細か い指 示を出さずとも学生主

体で各自イ ンタ ビ ュ ー

を行い ､ 質問があ っ たら､ 教師に たずねるとい う形で進行した.
一

方旭町キャ ンパ ス は初級の 学生であ っ たため ､ 最初 に教師が モ デル文を提示 し､ それを応

用 しなが らイ ンタ ビ ュ ー を行 っ たo 他己紹介ゲ ー ムの段階では､ 五十嵐の 学生が旭町の学
生 の 日本語 レベ ル を自然に考慮 し､ ゆ っ くり丁寧 に相手の 反応 を確認 しなが ら話すとい う

行為が観察できた｡

( 2 ) 会話文ディ クテ ー シ ョ ン

1 9 99 年 6 月 8 日

< 旭 町> 学生 3 名 日本語レ ベ ル : 初級後半

< 五十嵐 > 学生 6 名 目本譜 レベ ル : 初級後半 - 中級

それぞれ の ク ラス に未完成 の 会話文の ワ ー

ク シ
ー トを渡す ｡ 画面を通 じてお互 い に教 えあ

い ､ ディ クテ ー

シ ョ ンを して会話文を完成 させ る ｡

五十嵐

自己紹介

/ ＼
タスクの準備 ･ 説明

旭町

タスクの準備 ･ 説明

＼ /

イ ンフ ォ メ ー

シ ョ ン

ギャ ッ プに よるタスク
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[ 観察記録]

ディ クテ ー

シ ョ ンを行 っ たため ､ 相手の い うこ とを正確 に聞き取 る必要があ っ たo その た

め､ 画面の先の相手に向か っ て
｢ ゆ っ くりい っ てください + ｢ 初め からもう

一 度+ などの

聞き返 しや自信 の ない ところを確認す る作業がひ んばんに行われたo また､ わからな
い 単

語を学習者同士が教 えあ っ たり､ 教師 に聞い たりする とい っ た行為がみ られた｡

( 3 ) 2 クラス間ジグソ
ー

1 9 99 年 6 月 2 2 日

< 旭 町 > 学生 4 名 目本譜 レベ ル : 初級後半

< 五十嵐 > 教師の み

一

つ のセ ンテ ンスをいく つ かに区切り ､ ひ と区切り ごと紙に書く｡ その際､ セ ンテ ン大 ご

とに紙の 色を変える ｡ その紙をそれぞれの クラス にばらばらにわけ､ 画面を通 じて読み あ

い 正 しい セ ンテ ンス に並 べ 替える ｡ こ の 回に限り､ 試み と して 回線をず っ と O N に したま

ま ､ 旭町の教師主導で ク ラスを行 っ た｡

旭町の担当教師から手順説明

↓

何色の カ ー ドが い い か聞く

単文完成 のタス ク

↓

ディ ス コ ー ス を考える

↓

会話風でや っ て み る

例 : 各自が次 の ような紙を持 っ て読 みあう

< 旭 町 > 学生 A 匪∃ 学生 B 匝亘主要 学生 C 匹 学生 D 匝亘司
< 五十嵐 > 教師 E ス ー パ ー で 教師 F lか い もの して

[ 観察記録]

単純なジグソ ー ではあるが､ 読み あい をするとき画面をまたい で ､ A ＋ > E ＋ > F ⇒ D
一 > C

⊥ > B と

い う順番で 行 っ た｡ A と E の 間､ F と D の 間に画面が介在するため ､ 何度読み あ っ ても し

っ こ い とい う感 じは しなか っ た｡ 学習者が納得の い くまで繰り返 し読み あい ､ お互い に教

えあうこ とで ､ 教師に頼らず自らセ ンテ ンス を組み 立て る こ とがで きた｡ 離れた場所 にい

るとい う ことをはとん ど意識せず､ クラス と して も
ー

体感が生まれた0
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( 4 ) 歌のディ クテ
ー シ ョ ン

1 9 99 年 7 片 6 日

< 旭 町 > 学生 3 名 日本語レ ベ ル : 初級後半

< 五十嵐 > 学生 5 名 目本譜レ ベ ル : 上級

歌の 歌詞 をい く つ か に区切り､

クテ - シ ョ ンをする ｡ その際､

五十嵐

タスクの準備

そ れぞ れの ク ラス にわ け る ｡ 画面を通 じて読み あい ､ デイ

歌の歌詞で ある こ とはい わなか っ た｡

施町

自己紹介

/
､

､

オ ノ マ トぺ の 練習問題

＼ /

タ スクの準備

教師 による

イ ンフ ォ メ
ー

シ ョ ン

ギャ ッ プ によるタスク

[ 観察記録]

五十嵐キャ ンパ スは上級の学生で あり ､ 語重な どを改めて説明する必要はなか っ たo そ
の

ため ､ O F F の状態では歌詞にで て きたオ ノ マ ト ぺ を応用 した練習問題を行 っ たo
一 方旭町

キャ ンパ スは O F F の状態で 語桑の説明に十分時間をかけたo クラス活動 ( 2 ) と同様デ ィ

クテ ー シ ョ ンを行 っ たため ､ お互 い に画面を通 して相手 の発話を確認する作業が見 られ たo

また､ 初級で ある旭町キャ ンパ ス の学生は ､ 五十嵐の学生 に
｢ ゆ っ くりい っ て ください+

｢ もう
一

度 い っ て ください + と確実 に聞き取れるまで 何度も繰り返 しを要求 して い たo 五

十嵐キャ ンパ スもそれに応 じ､ ひ とこ とひ とこ とゆ っ くり丁寧に話を して い た o

4 . コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
･

アクテ ィ ビテ ィの 可能性

これまで述 べ て きた活動例 に考察を加 え､ テ レ ビ会議シス テ ムを用 い た日本語ク ラス が

どの ようなコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
･
. アクテ ィ ビテ ィ の 可能性をも っ て い るか､ その具体的項

目をあげて い きたい ｡

( 1 ) 自然なイ ンフ ォメ
ー シ ョ ンギャ ッ プをうむこと

テ レ ビ会議シ ス テ ムを用 い た日本語 クラ スで は､ それぞれ の クラス は実際離れ た場所 に

存在 して い るため ､ 本当に相手の 持 つ 情報が見えな い ｡ こ の こ
■とは､ 真の 意味で のイ ンフ

ォ メ ー シ ョ ンギャ ッ プ を生 じさせ ､ タス クの 現実味 を高め る . 通常の クラ スで もイ ンフ ォ

メ 丁 シ ョ ンギャ ッ プ を用い た括動はよく行われるが､ この場合相手はす そ近くに い て ､ 相

手の持 っ て い る情報も手の届くところ にある ｡ そ の ため ､ 相手の情報を見ない よう
に自分
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の情報を見せ ない よう にする には どうしても多少の不自然さを伴う｡ しか し､ 本当に相手

の 情報が見えない とい うこ とは､ 従来の クラス にあ っ た多少の 不自然さの 解消 に つ ながり､

ク ラス 活動をより自然なコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 空間に近づ けるこ とがで きる ｡ さらに ､ タス

クの モ チ ベ
ー

シ ョ ン を高め る こ とにもなる ｡

( 2 ) ゆ っ くり丁寧なコ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン プ ロセ スが 見られる こ と

相手の持 っ て い る情報が見えない ため ､ なんとか して相手の 持 つ 情報を獲得 しようとす

る意識が 強まる ｡ そ の ため ､ 何度も聞き返 したり､ 相手の 発話を反窮 したりとい っ たこ と

が自然 になされる ｡ また ､ 画面が介在 するこ とで ､ 聞き返 しが不自然でなく､ ごく自然 の

こ こ として 行わ れる ｡ さ らに ､ ク ラス 活動 ( 1 ) と ( 4 ) で は ､ 2 クラス 間で学習者 の 日

本語レ ベ ル が異な っ て い たため ､ 日本語レ ベ ルが 上 の 五十嵐の 学生は相手の状況 を確認 し

なが らゆ っ くり丁寧に話すとい うこ とが観察で きた｡

( 1 ) ( 2 ) をまとめ ると､ テ レ ビ会議 シス テ ムを利用する こ とで 自然なイ ン フ ォ メ ー

シ

ョ ンギャ ッ プが生 じた結果､ タス クの モ チ ベ ー シ ョ ンが高まり､ こ の こ とが丁寧なコ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ セ ス を要求 したと考えられ る ｡

( 3 ) 他方向イ ンタ ー

ア クシ ョ ンをうむこ と

O N ､ O F F を使 い分 ける こ とで ､ クラス 活動に独立 したクラス とつ なが っ たク ラス とい

う二 つ の局面が見 られ る こ とは前述の 通りで ある ｡
一

連 の クラス 活動で ありなが ら ､ 二 つ

の局面が存在するとい うこ とは､ 下の図のような多方向のイ ンタ ー

アクシ ョ ンを生 じさせ

る ｡

五十嵐 姫町

教師と学生

学生と学生

五十嵐教師と旭町学生

五十嵐学生と旭町教師

五十嵐学生と旭町学生

五十嵐教師と旭町教師

教師と学生

学生と学生

この ように､ O F F の状態での教師と学生､ 学生と学生の従来のイ ンタ
ー

アクシ ョ ンに加え､

O N の状態に したとき､ 二 つ の キャ ン パ ス 間で 4 通りの イ ンタ ー ア クシ ョ ンが おこ るとい

う こ七 はテ レ ビ会議シ ステ ムを利用 したクラス の大きな特徴とい える 0
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( 4 ) レ ベ ルが異な っ て い て もクラス が成立す るこ と

クラス活動 ( 1 ) と ( 4 ) では学習者の 日本語 レ ベ ル が異な っ て い た｡ しか し観察記録

で述 べ たように ､ O F F の状態で はそれぞれ の レベ ル にあわせ たク ラス 活動が十分可能で あ

る｡ また､ こ の レベ ル差は､ 中上級の 学習者 には相手を考慮 して ゆ っ くり丁寧な発話 をす

るという こ とに結びつ き､ 初級の学習者に は自然な聞き返 しに結びつ く ｡

一

見 マ イナ ス要因とも見える 画面の 介在 ､ レ ベ ル 差などが ､ か え っ て ク ラス活動で の
コ ミ

ュ ニ ケ ー

シ ョ ンの現実味を高 め ､ より自然な コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンを生むこ とにな るo こ こ

にテ レ ビ会議システ ム を利用 した日本語ク ラスの大 きな可能性があると考える o

5 . 今後の クラス 活動に むけ て

最後にテ レビ会議シス テ ム の現状で の 問題点をあげなが ら､ 今後 の クラ ス活動 に向けて

の課題を提示する ｡

( 1 ) 技術的課題

①カ メラが 動く角度が限られて い る ため ､ 人数が多すぎる と画面に うまくう つ らない o

一

方向の講義形態な らともかく ､ 今回の ようなタス ク遂行型の ク ラス活動を行う場

合､ あまり大人数の クラス には適さない ｡ 現状で は各クラス 5
- 6 人が適当かと思

われ る｡

②画像 ･ 音声が伝わる の に少 し時間 の ずれがあ る ｡ しか し､ こ の ずれ をマイ ナ ス とは

考えず ､ ずれがあるか らこ そ ゆ っ くり丁寧な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンプ ロ セ スが不 自然

で はない とプ ラス にとらえて い る ｡

( 2 ) ク ラス運営上 の課題

①ク ラス活動の 中で O N ､ O F F を切り替えたり､ 小画面を出 したり消 したりする こ と

を効率 よく行うため には､ 何よりもまず､ 教師が機械の 操作 に慣れなければならな

い ｡

②双 方の教師が事前に話 し合 い ､ 綿密なタイ ムス ケジ ュ
ー ル をたて る必要がある o そ

の ため ､ 通常 クラス の 二 倍の 時間がか か る こ とを覚悟 して十分な準備 を行い ､ 教師

同士が信頼感をも っ て 臨まなければならない ｡

③今回はフ ィ
ー ドバ ッ クを行わなか っ たo これに 関して は今後の 大きな課題と考えて

い る ｡

筆者の 観察記録 をも とに四つ の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ･ ア クテ ィ ビテ ィ の 可能性 を示 して

きたが､ こ れらはテ レ ビ会議システ ム を利用 した日本語ク ラスの はんの
一

側面にすぎない o

今後さらに 工 夫をこ ら したク ラス 活動を行う こ とによ っ て ､ テ レビ会議 システ ム を利用 し

た 日本語ク ラス をより多方向か ら研究 して い きたい ｡
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本稿は 199 9 年 1 1 月､ 大藤美帆､ 足立祐子 ､ 押谷祐子が ｢ 国際日本語教育 ･ 日本研究 シ ン

ポジ ウム+ ( 於 香港理 工大学) で行 っ た発表 をもとに ､ 大藤が責任 を持 っ て加筆 ･ 修正 し

たものである ｡

注

(注 1 ) ア メ リカな どで は､ 広大な国土 の なか で時間と距離を節約 し効率を上 げるとい う

側面から､ 広くテ レ ビ会議システ ムが普及 してい る (松滞 1 9 98) ｡ 新潟大学では

効率をあげるとい うよりはむ しろ､ クラス 活動の
-

ツ ー ル とい う位置づけで こ の

システ ム を用い た｡

(注 2 ) 新潟大学で は I S D N 回線を用 い たテ レ ビ会議 シス テ ムを導入 してい るが ､ ほか に

もイ ンタ ー

ネ ッ ト回線を用いるものなどさまざまな種類がある

(注 3 ) 旭町キャ ンパ ス の学生は､ 医学部 ･ 歯学部 に所属する学生であり､ 日常の研究に

日本語をあまり必要と しない ため ､ ほとんどの 学生 の 日本語 レベ ル は初級後半で

ある｡ しか し実習等で日本人の 患者と接する機会が多い こ とか ら､ 会話 レ ベ ル で

の日本語学習を強く希望して い る ｡
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